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特 集

に
備
え
る
９月１日は
防災の日

　

高
島
市
で
は
、
昭
和
28
年
の
台
風
13
号
に
よ
る
水
害
以
来
、
大
き
な
災
害
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
年
７
月
15
日
の
集
中
豪
雨
で
、
マ
キ
ノ
町
で
は
、
海
津
大
崎
で
床
上
浸
水
が
２
件

発
生
し
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
の
流
出
で
県
道
西
浅
井
マ
キ
ノ
線
は
８
月
６
日
ま
で
通
行
止
め
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
、
午
後
８
時
30
分
か
ら
９
時
30
分
ま
で
の
１
時
間
に
、
知
内
川
大
橋
近

く
の
下
開
田
観
測
所
で
は
41
㎜
の
雨
を
観
測
し
ま
し
た
。
50
㎜
程
度
の
時
間
雨
量
は
ど
こ
で
も

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
災
害
は
い
つ
、ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
防
災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
日
本
は
地
震
の
活
動
期
に

入
っ
て
い
ま
す
。
今
後
50
年
の
間
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
か
ら
８
の
巨
大

地
震
が
50
回
程
度
起
こ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
８
月
８
日
９

時
46
分
に
も
京
都
南
部
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
２
．
９
の
小
さ
な
地
震
が

発
生
し
、
朽
木
柏
、
今
津
町
日
置
前

で
震
度
１
を
観
測
し
ま
し
た
。
な

ん
と
全
国
で
こ
の
日
に
５
回
の
地

震
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
豪
雨
は
多
く
の
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

ど
う
す
れ
ば
大
切
な
家
族
の
命
や
財

産
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
国
や
県
、
市
に
任
し
て
お
け

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
災
害
に
備
え
一
人
ひ
と
り
が
考

え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

防
災
対
策
に
と
っ
て
重
要
な
も
の

の
一
つ
は
、
災
害
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
わ
く
か
ど
う
か
で
す
。
イ
メ
ー

ジ
が
な
け
れ
ば
適
切
な
防
災
対
策
は

で
き
ま
せ
ん
。 

災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
自
分
の
周
り
で
起
こ
り
う
る

出
来
事
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

市
で
も
、
災
害
対
策
本
部
向
け
の
図

上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
は
じ

め
出
前
講
座
に
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
（
災

害
対
応
ゲ
―
ム
）
や
ハ
グ
（
避
難
所

　

昨
年
８
月
、
国
の
地
震
調
査
研
究

推
進
本
部
地
震
調
査
委
員
会
は
、
琵

琶
湖
西
岸
断
層
帯
の
長
期
評
価
の
一

部
を
改
訂
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
は
、
北
部

と
南
部
の
二
つ
に
分
か
れ
て
活
動
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
た
だ

し
全
体
が
ひ
と
つ
の
区
間
と
し
て
活

動
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。）

　

断
層
帯
の
北
部
で
は
、
Ｍ
７
．
１

程
度
の
地
震
が
発
生
す
る
と
思
わ

れ
、
今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は

１
％
か
ら
３
％
以
内
で
す
。

　

ま
た
、
南
部
で
は
Ｍ
７
．
５
程
度

の
地
震
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
、

今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は
０
％

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
部
（
高
島
市
）
で
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
市
内
で
震
度
６
強
の
揺

れ
を
観
測
す
る
の
で
は
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。　

防
災
で
大
切
な
の
は

　
　

災
害
時
の
イ
メ
ー
ジ

琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯

　
　
　

震
度
６
強
の
予
測

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
、
従
来
の
受
動
的
な

出
前
講
座
か
ら
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
と
協
働
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
方
式
の
講

座
に
改
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
各
区
・
自
治
会
に

対
し
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
成

を
通
じ
、
地
域
の
き
ず
な
が
よ
り
深

ま
り
、
共
助
の
体
制
が
前
進
す
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
未
作
成
の
と
こ

ろ
は
早
急
に
作
成
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
毎
年
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
寸
断
さ
れ
た
と
き
、「
い
か
に
生

活
す
る
か
」「
災
害
時
、
知
恵
と
工

夫
で
生
き
残
る
た
め
の
精
神
を
養
う

こ
と
」
を
目
的
に
子
ど
も
サ
バ
イ
バ

ル
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼海津大崎の床上浸水（7月16日撮影）

防
災
意
識
を

　
　
　

高
め
る
た
め
に

運
営
ゲ
ー
ム
）
等
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
災
害
時
の

イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

子どもサバイバル訓練

災
害

▲図上シミュレーション訓練

　８月８日（日）、マキノ
土に学ぶ里研修センター
で、子どもサバイバル訓
練を行いました。
　年々参加者が増え、今
回は約 80 人もの家族
が集まりました。
　空き缶を使ってご飯
を炊いたり、ビニール
袋を使ってご飯やぜ

んざいをつくったりとサバイバル
クッキングを楽しんだあと、「簡易ランプ」「新聞紙スリッ
パ」を作ったほか、「起震車による地震体験」、「応急救
護訓練」など災害発生時の擬似体験を通じて、サバイバ
ル知識や技術を学びました。
　盛りだくさんの内容に、参加した皆さんは、悪戦苦闘
しながらも協力して課題に取り組んでおられました。
　今回学んだことを災害時にも活かしていただきたいと
思います。

日本赤十字社第4ブロック. 合同災害救護訓練 ▼

（今津総合運動公園）

「
災
害
は
、
自
分
の
生
き
て
い
る
間
に
は
お
こ
ら
な
い
。」　

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

自  助
家庭で日頃から災
害に備えるなど、
自分の身を自分で
守ること

共  助
地域の方々と消火
活動を行うなど、
周りの人たちと助
け合うこと

－じじょ－

－きょうじょ－ 公  助
市役所や消防・警
察による救助活動
や支援物資の提供
などの公的な支援
のこと

－こうじょ－

　災害時は、自助・
共助・公助が互い
に連携し一体とな
ることで、被害を
最小限にできま
す。
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特   集 災害に備える

新聞紙スリッパ

家
庭
で
で
き
る
防
災
対
策

　

地
震
に
よ
る
負
傷
原
因
で
最
も

多
い
の
が
家
具
の
転
倒
や
家
具
か

ら
の
落
下
物
に
よ
る
も
の
で
す
。

新
潟
県
中
越
地
震
で
は
負
傷
原
因

の
約
40
％
を
占
め
ま
し
た
。
家
具

の
転
倒･

落
下
防
止
対
策
は
減
災

の
た
め
非
常
に
効
果
的
で
す
。
い

ろ
ん
な
も
の
が
市
販
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
用
途
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

①
非
常
時
持
出
品
の
分
別

　

非
常
時
持
出
品
は
「
あ
れ
ば
便

利
な
も
の
」
よ
り
も
、「
無
け
れ

ば
困
る
も
の
」
に
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
発
生
時
す
ぐ
に
持
ち
出
す

「
一
次
持
出
品
」
と
、
避
難
生
活

に
必
要
な
「
二
次
持
出
品
」
に
分

け
て
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
②
家
の
ま
わ
り
の

　
　
　

安
全
地
帯
と
避
難
ル
ー
ト

　

避
難
す
る
場
合
、
ど
ん
な
ル
ー

ト
を
通
る
と
安
全
か
確
か
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

区
・
自
治
会
か
ら
配
ら
れ
た
地

域
の
防
災
マ
ッ
プ
を
基
に
自
分
な

り
の
避
難
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
お
く

と
実
際
の
避
難
時
に
役
立
ち
ま

す
。
図
上
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

歩
い
て
ル
ー
ト
を
設
定
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

③
帰
宅
困
難
者
に

　
　
　
　

な
ら
な
い
た
め
に

　

高
島
市
民
の
約
４
分
の
１
は
市

外
へ
通
勤
通
学
し
て
い
ま
す
。
地

震
で
交
通
機
関
や
情
報
網
が
ま
ひ

し
た
ら
、
家
族
の
た
め
徒
歩
で
帰

宅
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地

図
を
見
る
だ
け
で
は
帰
れ
ま
せ

ん
。
自
分
の
足
で
確
か
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
高
島
で
は
毎
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
主
催
で
「
サ

バ
イ
バ
ル
・
ウ
ォ
ー
ク
」
が
行
わ

▲横木を取り付ける。

　

防
災
対
策
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
自
助
努
力
に
よ
る
対
策
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
防
災
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
地
震

は
遅
か
れ
早
か
れ
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。
避
け
ら
れ
な
い
な
ら
事
前
に
し
っ

か
り
備
え
、
い
か
に
し
て
減
災
す
る
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
56
年
６
月
以
前
の
建
物

は
、
近
年
の
地
震
で
大
き
な
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

家
を
強
く
し
な
け
れ
ば
被
害
は

減
ら
せ
ま
せ
ん
。
先
ず
は
耐
震
診

断
か
ら
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▲桟
さん

にＬ型金具で固定
する。

▲家具の下にくさび
状のものを挿入し後
方に傾斜させるだけ
でも効果的です。

▲つっかい棒は家具の
奥で固定（奥でないと
効果なし）。天井との間
に隙間埋め収容ユニッ
ト（市販）でも可能。

▲シャンデリアや天井か
ら吊るした照明器具は釣
り糸で四方から引っ張り
固定。ガラスには飛散防
止フィルムを貼る。

▲冷蔵庫などは固定
ベルトで固定する。

１
．
耐
震
補
強

２
．
家
具
の
転
倒
防
止

３
．
家
族
で
話
し
合
う

作
っ
て
み
よ
う
！  

防
災
グ
ッ
ズ

・
慌
て
ず
騒
が
ず
、
状
況
判
断

・
携
帯
ラ
ジ
オ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に

・
作
っ
て
お
こ
う
帰
宅
地
図

・
職
場
に
準
備
、
ス
ニ
ー
カ
ー

と
厚
手
の
靴
下

・
安
否
確
認
は
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
や
遠
く
の
親
戚
を

通
し
て

・
一
度
は
歩
い
て
帰
る
訓
練
を

■帰宅困難者の心得■帰宅困難者グッズ

災
害
時
、
用
意
し
た
防
災
グ
ッ
ズ
は
ガ
レ
キ
の
下
・
・
・
と
い
う
こ
と
も
。

今
、
手
に
入
る
も
の
で
急
場
を
し
の
ぐ
手
づ
く
り
防
災
グ
ッ
ズ
。

　・新聞紙
　・セロハンテープ

新聞の全面を半分
に折り、さらに４
つにたたんで折し
ろをつける。

新聞紙トレイ

れ
て
い
ま
す
。
一
度
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
以
外
に

も
、
左
の
よ
う
な
い
ろ
ん
な
防

災
グ
ッ
ズ
が
あ
り
ま
す
。
出
前

講
座
で
作
り
方
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
講
座
の
申
込
み
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

総
合
防
災
課

　

（
２
５
）
８
１
３
３

サバイバルめし

簡易ランプ

上から４分の１のと
ころを手前に折り、
もう一度、手前に折
る。

縦の３分の１のとこ
ろを後ろに折る。

①

②

③

裏側の部分を、はさみこ
むように重ねる。

裏
側

④

スリッパのつま先の部分
の角を三角におり、内側
に折り込む。

⑤

スリッパのかかとの部
分、端から１cmあたり
に、縦１cmに切り込み
を入れる。

⑥

切り込みを重ねて、かか
との部分が立つように形
を整えながら、セロハン
テープで止める

⑦

スリッパを裏返し、底の
部分を三角に折り込んで
完成！

裏
側

⑧

  用　意
するもの

特   集 災害に備える

災害時、ガラスの破片などでけがを
しないための応急対策

・
最
低
限
必
要
な
も
の

ス
ニ
ー
カ
ー
、
地
図
、
水
、

携
行
食
品
、
厚
手
の
靴
下

・
も
っ
て
お
き
た
い
も
の

食
糧
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐

中
電
灯
、
雨
具
、
タ
オ
ル
、

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
軍
手
、

救
急
用
品

2010・９・15

耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
課

（

２
２
ー
０
９
０
４
）
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

自
宅
か
ら
見
て
遠
隔
地（
勤
務
先
・

学
校
・
旅
行
な
ど
）
で
、 

主
に
大

規
模
な
地
震
に
遭
遇
し
た
時
に
、

公
共
交
通
機
関
が
動
い
て
い
な
い

た
め
、
帰
宅
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
人
々
の
こ
と
。

★
帰
宅
困
難
者
と
は

新 紙ト
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協働型地域づくりの
アイデアを募集します

　アナログ放送終了まで、１年を切りました。
平成23年６月末には、通常のテレビ放送は
終了します。平成23年７月１日から放送終
了のお知らせ画面を表示し、平成23年７月
24日正午に全てのアナログ放送を終了しま
す。それまでに、地上デジタル放送を視聴す
るための準備をしておく必要があります。ま
だ準備していない受信者の方は、お早めに準
備をお願いします。

滋賀県テレビ受信者支援センター
　（デジサポ滋賀）
　 077－503－0101

　テレビ調査や工事を口実に料金を不正に
請求したり、総務省やテレビ局などの関係
機関の職員をかたり、切り替え手数料など
を架空請求する悪質な事例が発生していま
す。
　デジタル放送への対応で総務省やテレビ
局、それらの関係機関がお金を請求するこ
とは一切ありません。
　このような請求を受けたときは、すぐに
支払わず、下記にご相談ください。
●近畿総合通信局　 06（6942）0820
●高島警察署　 （22）0110
●高島市生活相談課　 （25）8125

地デジを口実にした
悪徳商法にご注意を！

≪地デジ無料相談会 開催時間≫
開 催 日 時 間 会 場

９月10日（金） 10時～16時 朽 木 支 所
９月13日（月） 10時～16時 新 旭 公 民 館
９月14日（火） 10時～16時 今 津 支 所
９月15日（水） 10時～16時 マ キ ノ 支 所
９月16日（木） 10時～16時 安曇川公民館
９月17日（金） 10時～16時 高 島 公 民 館

地デジ準備お済ですか

◆地デジ準備「なにをすれば良いのか解らな
　い方」相談会にお越しください！

　

高
島
市
協
働
事
業
提
案
制
度
は
、
地
域

の
諸
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
解
決
に
導
く
協
働

型
の
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
ア
イ
デ

ア
を
、
市
民
、
地
域
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
よ

び
企
業
等
の
多
様
な
主
体
か
ら
募
集
し
、

行
政
と
提
案
し
た
団
体
等
が
連
携
、
協
力

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
化
し
て
い
く
た

め
の
新
し
い
仕
組
み
で
す
。

　

提
案
を
求
め
る
分
野
は
、
特
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
た
な
事
業
提
案

だ
け
で
な
く
、
市
が
既
に
実
施
し
て
い
る

事
業
に
関
連
す
る
提
案
も
可
能
で
す
。

　

①
市
民
提
案
（
創
造
型
）

　

自
由
な
発
想
で
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
行
政
提
案
（
応
募
型
）

　

次
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
選
択
し
、

提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▼
場　

所　

新
旭
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
活
動
支
援
課

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
本
庁
お

よ
び
各
支
所
に
設
置
す
る
募
集
要
項
、
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。市

民
活
動
支
援
課

　

（
２
５
）
８
５
２
６

●
募
集
期
間

　

９
月
１
日
（
水
）
〜
10
月
８
日
（
金
）

●
提
案
制
度
説
明
会

　

▼
日　

時　

９
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜

●
募
集
す
る
提
案
事
業　

　

平
成
23
年
度
に
実
施
す
る
事
業
で
、
次

の
う
ち
い
ず
れ
か
の
方
法
で
事
業
提
案
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

 同和問題とは ･･･
　日本固有の人権問題で、日本の歴史過程の中で生
み出された差別が、未だに残っているという問題で
す。特定の地域の出身であることや、そこに住んで
いることを理由に、日常生活の上で様々な差別を受
けるということは、重大な人権侵害です。
　では、同和問題について、どのような問題が起き
ているのでしょうか？

《結婚問題》
　「人権擁護に関する世論調査（平成19年度内閣
府）」の結果から、一番多かったのが「結婚問題で
周囲が反対すること42.9％」でした。出身地を理
由に結婚を反対され、２人の思いが遂げられないと
いった問題が起こっています。また、普段、差別意
識がない人でも、自分の身内のこととなれば正しい
判断ができなくなることがあります。

《身元調査・就職採用問題》
　次に多いのが「身元調査をすること　30.1％」
でした。行政書士による戸籍謄本等の不正取得が発
覚しています。また、結婚、不動産の売買、企業の
採用選考等に関わって、同和地区の所在地を問い合
わせるという事件が報告されています。
　続いて、「就職・職場で不利な扱いをすること　
29.8％」となっています。部落地名総監事件が発
覚して30年が経ちますが、今なお新たな形で同様
のリストが発見されています。

《差別表現について》
　「差別的な言動をすること26.4％」、「インター
ネットを利用して差別的な情報を掲載すること　
14.5％」、「差別的な落書きをすること9.8％」も
大きな割合を占めています。特に最近ではインター
ネットを利用して、同和問題にかかわる悪質な差別
落書き行為が増えています。特定の個人を誹謗中傷
することは「名誉毀

き

損
そん

」、個人情報を流すことは「プ
ライバシーの侵害」にあたります。
　では、どのように同和問題は伝えられたのでしょ
うか？

　同和問題を知ったきっかけについて、家族、親戚、
近所、職場の人、学校の友達から聞いた人の合計が
３割を占めています。また、同和問題を知らない人
が２割。特に20歳代では３割以上が知らない状況
と大きな割合を占めています。

《同和問題の解決に向けて》
　同和問題については「寝た子を起こすな」と言っ
た意見もありますが、数世紀も前に生み出された差
別が現在においても未だに残るのは、長い間、誤っ
た知識や偏見が伝えられてきたからといえます。生
まれた場所や住んでいるところで人を判断すること
は絶対にあってはなりません。同和問題を正しく理
解し、行動できるよう、一人ひとりの課題として取
り組むことが大切です。

《えせ同和行為が発生しています！》
　同和問題を口実に、会社や個人に対し、高額な図
書（数万円）などの購入を強要するといった不当な
行為が高島市でも発生しています。　「えせ同和行
為」は、同和問題に対する誤った意識を植え付け、
差別意識や偏見を助長し、新たな差別を生み出す原
因となっています。

〈不当な要求を受けた時は〉
・あいまいな返事はせずに、き然とした態度で断
固拒否する。

・一人で対応せず、複数で対応する。
・具体的な要求を受けた時は、警察、法務局、市
役所へ相談する。

・もし、断ったにもかかわらず図書が送られたと
きは、受取拒否として返送する。

☆その他、詳細については、人権施策課へお問合せ
　ください。

　 人権施策課　 （25）8524

９月は同和問題啓発強調月間です

実際の表示内容、表示形式、時期等は今後変更される場合があります。

2010・９・17

【同和問題に関し、どのような問題が起きているか】

※内閣府「人権擁護に関する世論調査」（平成１９年）より
（複数回答）

※内閣府「人権擁護に関する世論調査」（平成１９年）より

【同和問題を知ったきっかけ】

テ
ー
マ
１　

ご
み
減
量
大
作
戦

テ
ー
マ
２　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
体

　

験
型
観
光
の
推
進
「
五
感
で
感
じ

　

る
高
島
の
魅
力  

新
し
い
資
源
」

テ
ー
マ
３　

心
と
体  

い
き
い
き
健
康

　

づ
く
り
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平
成
22
年
国
勢
調
査

10
月
１
日
、
全
国
で
一
斉
に
実
施

　

平
成
22
年
国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
、
普
段
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
調
査
す
る
も
の
で
す
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
も
国
籍
に
関
係
な
く
、

調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
選
挙
区
の
画
定
、
福
祉
政
策
や
災
害
対
策
な

ど
国
や
県
・
市
の
行
政
施
策
で
の
利
用
を
は
じ
め
、
市
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
地
方
交
付

税
の
配
分
に
も
影
響
を
与
え
る
大
変
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
票
の
配
布

　

調
査
員
が
９
月
23
日
（
木
）
か
ら
９
月

30
日
（
木
）
ま
で
の
期
間
に
、
世
帯
ご
と

に
皆
様
の
お
宅
を
訪
問
し
、
調
査
票
の
記

入
と
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
の
記
入
内
容
は
、
氏
名
、
性
別
、

出
生
年
月
な
ど
世
帯
員
に
関
す
る
事
項
の

15
項
目
お
よ
び
世
帯
の
種
類
、
世
帯
員
の

調
査
票
の
回
収

　

調
査
員
が
、
10
月
１
日
（
金
）
か
ら
10

月
７
日
（
木
）
ま
で
の
期
間
に
調
査
票
の

回
収
に
、
皆
様
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
調
査

票
の
配
布
時
に
お
渡
し
し
ま
す
調
査
書
類

収
納
封
筒
に
封
を
し
て
調
査
員
に
お
渡
し

く
だ
さ
い
。
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
内

容
を
見
る
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

未
提
出
世
帯
か
ら
の
回
収

　

調
査
票
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
世
帯
に

対
し
て
は
、
調
査
員
が
10
月
22
日
（
金
）

か
ら
10
月
24
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
に
訪

問
し
て
、
調
査
票
を
回
収
し
ま
す
。

▼応募資格　県内在住・在勤・在学者
▼応募方法
　官製はがきに次の事項を記入して郵送、または滋賀県ホームページ内「しが
ネット受付サービス」により応募してください。
　※携帯からもアクセス可（ＱＲコード　→　）
　（１）予想人口数（記入例：○，○○○，○○○人）
　（２）住所（郵便番号含む）
　（３）氏名（ふりがな）、（「０～15歳」または「16歳以上」を記入）
　（４）電話番号（連絡先）
　（５）勤務先または学校名
　※応募は１人１通で、予想人口は１つのみ
　　　（複数応募の場合は全て無効とします。）
▼応募期間　10月７日（木）まで（当日消印・受信有効）
▼賞　　品
　ピタリ賞（１人）、準ピタリ賞（２人）、
　前後賞（10人）、残念賞（50人）
▼応 募 先
　〒520-8577（住所不要）
　滋賀県総務部統計課内
　滋賀県統計協会クイズ担当
　　　または
　滋賀県ホームページ内
　「しがネット受付サービス」へ
　（ログインせずに処理から進んでください。）

年　　　　次 滋賀県人口
平成17年（国勢調査） 1,380,361 人
平成18年（県推計人口調査） 1,387,110人
平成19年（県推計人口調査） 1,394,809人
平成20年（県推計人口調査） 1,401,073人
平成21年（県推計人口調査） 1,402,132人
平成22年（国勢調査） 　　？　　人

〈参  考〉
各年とも10月１日現在の県人口

数
な
ど
世
帯
に
関
す
る
事
項
の
５
項
目
で

す
。

平成22年国勢調査による10月１日の滋賀県人口は何人でしょうか？

平成22年度
全国高等学校総合体育大会

期間　７月20日～８月20日
会場　沖縄県

○陸上競技
　清水　陽介（高島高３年）
　保木　翔太（高島高３年）
○ソフトテニス
　横田茉梨鈴（高島高３年）
　木村　奈摘（高島高３年）
○ボート
　池田　力信（高島高３年）
　福住　直哉（高島高３年）
　久保　良輔（高島高３年）
　飯古　祐勝（高島高３年）
○ウェイトリフティング
　垣貫　良太（安曇川高２年）
　八田　庄太（安曇川高２年）
　中村　友昭（安曇川高２年）
　真鍋　武偉（安曇川高２年）
　澤井　　翼（安曇川高２年）
　原田　祐希（安曇川高３年）
　西村　圭陽（安曇川高３年）
　中川　雄大（安曇川高３年）
　山下　大貴（安曇川高３年）
　小林　和麿（安曇川高３年）
○水泳競技
　西川　和輝（京都文教高３年）
　　　　　　　※高島中出身
○自転車
　志村　勇樹（瀬田工業高3年）
　　　　　　　※高島中出身

　この夏に開催された全国大会の予選や標準記録を突破して
出場された選手の皆さんの健闘を称えます。　　（敬称略）

第19回西びわ湖ペ－ロン大会

第45回滋賀県消防操法訓練大会

第92回
全国高校野球選手権大会

期間　８月25日～８月30日
会場　東京辰巳国際水泳場

　京谷　真央（今津東小４年）
　京谷　真琴（今津東小６年）
　中村　海渡（高島中１年）
　西川　　翔（高島中２年）
　西川　和輝（京都文教高３年）
　　　　　　　  ※高島中出身

第33回
全国ＪＯＣジュニアオリンピッ
クカップ夏季水泳競技大会

期間　８月20日～８月23日
会場　鳥取県コカ・コーラウエスト
　　　スポーツパーク陸上競技場

　松井　　偉（今津中３年）
　前田　裕樹（今津中３年）
　堀田　百恵（今津中３年）
　松宮　悠起（安曇川中３年）
　渕田　有美（安曇川中３年）

第37回全日本中学校
陸上競技選手権大会

期間　８月７日～８月21日
会場　兵庫県阪神甲子園球場

　吉田　健吾（北大津高３年）
　　　　　　 ※安曇川中出身

　７月25日（日）、第19回西び
わ湖ペーロン大会（西びわ湖ペー
ロン大会実行委員会主催）が今津
町南浜湖岸で開催されました。
　市内外から一般の部31チー
ム、女性の部７チームが参加し、
往復600ｍのコースを競漕しま
した。
　今年は晴天にめぐまれ、真夏の
太陽の下、懸命にオールを漕ぐ選
手たちに、浜辺から大きな声援が
送られました。

【ペーロン競漕の結果】
《一般の部》
　優　勝　棒突曹会
　準優勝　ぺトちゃんず　　　　
　第３位　岸脇パワーズ　　　　
　　
《女性の部》　　　　　　　　　　
　優　勝　龍舟小町　
　準優勝　松陽台トマホープ555
　第３位　三谷オーシャンクルーレディース

　８月１日（日）、滋賀県消防学校で開催された第45回滋
賀県消防操法訓練大会に、市消防団を代表して朽木分団（ポ
ンプ車の部）と新旭第１分団（小型ポンプの部）が出場され、
日頃の訓練の成果を存分に発揮し、優秀な成績を収められま
した。成績は次のとおりです。　　　　　　（消防総務課）
 
《小型ポンプの部》  新旭第１分団  第６位（全19チーム中）
《ポンプ車の部》  朽木分団　　  第３位（全11チーム中）

この夏、全国の舞台に挑んだ
高島市の若きアスリートたち

両チームともに入賞

湖上での熱い、
暑い！戦い !!

（市民スポーツ課） （西びわ湖ペーロン大会実行委員会）
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子
ど
も
家
庭
相
談
課　

（
２
５
）
８
５
１
７　

ま
た
は
市
内
各
保
健
セ
ン
タ
ー

滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー　

０
７
７
（
５
６
２
）
１
１
２
１

通告先

いつまでも笑顔で暮らす　
元気なおじいさん、おばあさんで 
いてほしい！！

市長の手帳

　

放
課
後
広
場
「
友
達
１
０
０
人
で
き

る
か
な
」
は
、市
内
で
唯
一
の
幼
稚
園
・

保
育
園
児
の
親
子
が
集
え
る
場
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
有
り
余
る
体
力
の
発

散
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
子
育
て
の
苦

労
や
悩
み
を
解
消
す
る
交
流
の
場
を
目

的
と
し
て
、
平
成
22
年
４
月
に
開
設
し

ま
し
た
。

　

現
在
の
活
動
は
、
運
動
場
で
自
由
に

遊
ん
だ
後
に
、
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等
を
し
て
い
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
の
子
ど
も
の
頃

に
楽
し
か
っ
た
遊
び
は
な
ん
で
し
ょ
う

か
？　

自
然
の
中
で
遊
ん
だ
り
、
友
達

の
輪
の
中
で
遊
ん
だ
こ
と
は
、
と
て
も

楽
し
い
記
憶
と
し
て
心
の
中

に
残
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？　

子

ど
も
た
ち
に
、

身
近
に
あ
る
豊

か
な
自
然
の
中

で
友
達
と
共
に

「
外
遊
び
」
を
通

じ
て
、
そ
の
お

も
し
ろ
さ
・
大
切
さ
に
つ
い
て
再
発

見
・
再
認
識
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

▼
安
曇
川
会
場

　

・
場
所　

藤
波
幼
稚
園　

運
動
場

　

・
日
時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　

15
時
30
分
〜
17
時

▼
高
島
会
場

　

・
場
所　

高
島
保
育
園　

運
動
場

　

・
日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　

15
時
30
分
〜
17
時

　

※
園
の
休
園
日
お
よ
び
雨
天
の
場
合

　
　

は
中
止
（
両
会
場
共
通
）

　《
放
課
後
広
場
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
》

　

頭
と
体
を
使
う
昔
な
が
ら
の
遊
び
等

の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
る
方
、
平
日

お
休
み
の
お
父
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
と

遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
学
生
さ
ん
な
ど
大

歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課 

　

（
２
５
）
８
１
３
６

〜
園
児
の
親
子
が
集
え
る
場
〜

子
ど
も
の
虐
待
を
な
く
そ
う
！
④

　

子
ど
も
虐
待
の
問
題
に
関
わ
っ
て

い
る
と
、
よ
く
「
ど
こ
か
ら
が
虐
待

で
、
ど
こ
ま
で
が
し
つ
け
な
の
か
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
虐
待
を
し
て
い
る
人
の
中
に
は

「
し
つ
け
の
た
め
に
し
た
。」
と
言
わ

れ
る
人
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
し
つ
け
と
虐
待
は
同
じ

延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
な
く
、
質

的
に
違
う
も
の
で
す
。

　
「
し
つ
け
」
と
は
、
子
ど
も
に
自

分
で
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力

を
つ
け
る
た
め
の
行
為
で
あ
り
、「
虐

待
」
と
は
、
保
護
者
の
意
図
や
思
い

に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
の
健
全
な
成

長
を
じ
ゃ
ま
す
る
不
適
切
な
扱
い
を

い
い
ま
す
。
た
と
え
保
護
者
が
「
し

つ
け
」
と
と
ら
え
て
い
て
も
、
子
ど

も
の
立
場
か
ら
判
断
し
ま
す
。
そ
の

目
に
見
え
る
状
況
で
は
な
く
、
保
護

者
が
子
ど
も
の
感
情
や
思
い
を
く
み

取
る
こ
と
が
で
き
て
、
子
ど
も
の
立

場
に
立
て
て
い
る
か
を
実
際
の
基
準

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
愛
情
に
根
ざ
し

た
し
つ
け
の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、

保
護
者
の
行
為
が
子
ど
も
に
著
し
い

害
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
ま
さ
し
く
虐
待
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
虐
待
は
子
ど
も
の
側
か
ら
理
解

す
べ
き
で
あ
り
、
子
ど
も
に
対
す
る

悪
影
響
の
有
無
を
最
優
先
し
て
判
断

し
ま
す
。

～
保
護
者
の
意
図
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　

子
ど
も
の
立
場
で
考
え
る
～

し
つ
け
と
、
虐
待
の
ち
が
い

支配型虐待 しつけ 放任的虐待
(ネグレクト )

行為の目的 ・親の期待通りの行動をと
　らせる ・理性による ・親の都合が優先

・結果としての状態

手　段 ・命令・押し付け
・暴力または脅迫、期待 ・話し合いによる理解 ・ほったらかし

・子どもの言いなり

子どもの人格 ・認めない ・尊重
・放任
・「子どもに任せている」
  という親も

親と違う意見 ・表現できない ・できる ・できる

親の決まり文句 ・「親の言う事を聞け」
・「おまえのため」 ・「きちんとしろ」 ・「勝手にしたら」

社会のルール ・無視または絶対化 ・常に意識 ・無視

他人の援助 ・拒否 ・受け入れ
・一応考慮 ・拒否

子どもへの影響
・ロボット (操り人形）
・支配－被支配の人間関係
・迎合と弱い者いじめ

・自己決定と自己責任
・安定した情緒交流

・わがまま
・人間関係が希薄
・虚しさを感じる

＜参考文献＞
　・「ストップ・ザ・子ども虐待Ⅳ」北九州市児童虐待防止連絡会議
　・「市町向けの子ども虐待対応マニュアル」滋賀県健康福祉部子ども・青少年局

　いくつになっても、元気
でこころ豊かに楽しく暮ら
すためには、「健康」であ
ることが何よりも大切で
す。
　市では、中高年の皆さん
の健康づくりを支えるた
め、健康診査や人間ドック・
がん検診に力を入れていま
す。また、健康相談や健康
教室を通じて、保健師や栄
養士による生活改善につい
てのアドバイスなども行っ
ています。ぜひ、ご活用く
ださい。
　また、健康づくりの基本
の一つである運動習慣の定
着を進めるため、健康推進

員さんにご協力いただき、
市内６地域のウォーキング
マップを現在作成していま
す。マップには、各コース
の見どころも盛り込み、楽
しく歩けるよう工夫されて
いますので、ぜひ皆さんの
健康づくりに役立てていた
だけたらと思います。
　そして、住み慣れた地域
で社会との関わりを保ちな
がら、生きがいを持ち、自
分らしく生活することも大
切です。
　長年培ってこられた豊富
な知識や経験などは、地域
になくてはならないもので
す。地域に出て人とふれあ

うなかでボランティア活動
や世代間交流などにも積極
的に参加していただきたい
と思います。
　そして万一、生活するた
めに手助けがいる状態に
なっても、住み慣れた地域
で自立した生活を続けてい
けるよう、そのための基盤
整備を進めてまいります。

　おじいさん、おばあさん
が元気で、そして笑顔で暮
らしていただけることが私
の願いであり、その実現に
向け、精一杯取り組ませて
いただきます。
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生
活
相
談
課　

（
２
５
）
８
１
２
５

古
家
に　

老
い
た
二
人
の　

さ
し
む
か
い 

粂　
　

洋
一
（
新
・
太
田
）

和
や
か
に　

花
の
シ
ャ
ワ
ー
浴
び　

海
津
崎 

中
崎　

徳
子
（
朽
・
桑
原
）

買
わ
な
い
で　

夢
は
大
き
く　

宝
く
じ 

清
水　

真
夫
（
今
・
今
津
）

昔
か
ら　

夏
は
や
っ
ぱ
り　

盆
踊
り 

梅
村　

保
次
（
安
・
四
津
川
）

押お
し
ぐ
る
ま
車　

朝
の
散
歩
に　

感
謝
す
る 

前
川　

た
つ
（
新
・
針
江
）

若
が
え
り　

菅
政
権
に　

あ
け
ぼ
の
を 

山
本　

節
子
（
朽
・
雲
洞
谷
）

ハ
ウ
ス
物　

旬
の
顔
し
て　

笑
っ
て
い
る 

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

四
季
問
わ
ず　

我
が
耳
い
つ
も　

蝉
し
ぐ
れ 

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
）

宮
参
り　

我
が
腕
の
中　

す
や
す
や
と 

山
田
木
乃
ゑ
（
今
・
下
弘
部
）

晩
酌　

肴
は
妻
の　

笑
顔
か
な 

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

花
菖
蒲　

雨
に
光
り
て　

梅
雨
の
入
り 

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

母
逝
き
て　

五
年
過た

ち
て
も　

ま
だ
淋
し 

大
辻
ト
ミ
子
（
朽
・
岩
瀬
）

朝
が
き
て　

今
日
一
日
を　

予
約
す
る 

本
城　

和
枝
（
新
・
太
田
）

卓
球　

孫
に
ま
け
ぬ
と　

意
地
を
は
る 

岡
本
恵
美
子
（
マ
・
沢
）

夏
を
終
え　

夏
の
風
景　

夢
と
去
り 

寺
田　

義
輝
（
マ
・
西
浜
）

想
い
出
し　

梅
雨
の
二
十
五
日　

赤
い
紙 

土
井
登
美
雄
（
安
・
三
尾
里
）

土
用
の
ウ
シ　

鰻
の
悲
鳴　

ど
こ
か
ら
か 

木
津　

み
ね
（
高
・
拝
戸
）

郷さ
と
の
夜　

清
き
川
辺
に　

舞
う
蛍 

西
村
ち
よ
子
（
高
・
音
羽
）

風
呂
あ
が
り　

メ
ジ
ャ
ー
片
手
に　

腹
を
見
る 

坂
尾　

眞
一
（
新
・
旭
）

受
け
た
恩　

石
に
刻
め
と　

教
え
ら
れ 

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

生
意
気
も　

伸
び
行
く
証　

頼
も
し
く 

北
坂　
　

修
（
高
・
武
曽
横
山
）

畑
荒
す　

野
ざ
る
と
競
う　

夏
の
朝 

水
口　
　

順
（
マ
・
森
西
）

夏
雲
よ　

長
崎
の
娘
は　

平
和
で
す 

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

看
病
で　

仮
眠
の
娘
に　

白
髪
見
る 

髙
澤　

芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

ブ
ブ
ゼ
ラ
の　

耳
を
は
な
れ
ず　

草
を
引
く 

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

治
療
法　

な
い
の
が
悲
し
い　

口
て
い
疫 

上
田　

ナ
ツ
（
マ
・
浦
）

は
か
ま
い
り　

も
う
じ
き
く
る
よ　

せ
き
た
の
む 

上
田
幸
次
郎
（
マ
・
浦
）

ゴ
キ
ブ
リ
に　

お
団
子
コ
ロ
コ
ロ　

御
成
佛 

八
田　

信
子
（
高
・
高
島
）

長
雨
が　

続
き
よ
ろ
こ
ぶ　

梅
雨
の
草 

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

も
う
あ
か
ん　

手
に
も
足
に
も　

力
な
し 

前
田　

と
み
（
今
・
浜
分
）

消
費
税　

苦
し
め
な
い
で
ね　

我
が
家
に
は 

川
本　

一
男
（
安
・
北
船
木
）

ツ
バ
メ
さ
ん　

可
愛
い
い
け
れ
ど　

糞
土
産 

小
谷　

ひ
で
（
高
・
高
島
）

ア
オ
イ
花　

の
ぼ
り
咲
き
見
て
待
つ　

梅
雨
の
明
け 

粟
津　

満
子
（
マ
・
山
中
）

翁じ
いさ
ん
と　

今
日
は
仲
よ
く　

デ
ー（
サ
ー
ビ
ス
）
の
日 

北
川　

千
代
（
高
・
勝
野
）

味
の
あ
る　

話
を
く
れ
る　

人
と
居
る 

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
中
に

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
爆
発
！

◎
原　

因

　

２
台
並
べ
た
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
の
上
に
大
き
な
鉄
板
を
乗
せ

た
た
め
、カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
鉄
板
の
放
射
熱
で
加
熱
さ
れ
て
、

ボ
ン
ベ
内
の
圧
力
が
異
常
に
上
昇
、
爆
発
し
た
も
の
で
す
。

　

※
放
射
熱
と
は
・
・
・
物
体
が
温
め
ら
れ
た
熱
で
、
他
の
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
が
温
め
ら
れ
る
こ
と
。

◎
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
を
２
台
以
上
並
べ
て
使
わ

な
い
。

・
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
を
覆
う
よ
う
な
大
き
な
鍋

や
鉄
板
を
使
わ
な
い
。

・
木
炭
の
火
起
こ
し
な
ど
、
調
理
以
外
の
用
途

に
使
わ
な
い
。

　

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
を
使
用
す
る
と
き
は
、
取
扱

い
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ

う
。 　

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
を
２
台
並
べ
、
そ
の
上

に
鉄
板
を
置
い
て
使
っ
て
い
た
ら
、
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
が
爆
発
し
、
や
け
ど
を
負
っ
た
。

＜事　例＞

環
境
政
策
課　

（
２
５
）
８
１
２
３

「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
Ａ
類
」

　
　
　
　

っ
て
ど
ん
な
も
の
？

　

収
集
さ
れ
た
燃
え
な
い
ゴ
ミ
Ａ
類
は
、
今
津
地
域
は
今
津
不
燃
物
処
理
場
に
、
朽

木
地
域
は
朽
木
不
燃
物
処
理
場
に
埋
め
立
て
て
い
ま
す
。

　

マ
キ
ノ
、
安
曇
川
、
高
島
、
新
旭
地
域
は
、
処
分
場
が
す
で
に
い
っ
ぱ
い
に
な
り

市
内
で
埋
め
立
て
で
き
な
い
の
で
、
大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
（
大
阪

湾
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
）
の
処
分
場
で
埋
め
立
て
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
Ａ
類
と
Ｂ
類
に
分
け
て
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
Ａ
類
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

・
陶
磁
器
類
（
茶
わ
ん
、さ
ら
、花
瓶
、植
木
鉢
な
ど
）

・
ガ
ラ
ス
製
品
（
コ
ッ
プ
、
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
）

・
電
球

● 

燃
え
な
い
ゴ
ミ
Ａ
類

※
量
が
多
い
と
き
は
回
数
を
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
割
れ
た
も
の
は
コ
ン
テ
ナ
か
ら
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
、

　

袋
な
ど
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

注 意

次
の
も
の
は
燃
え
な
い
ゴ
ミ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

・
蛍
光
灯

・
飲
食
用
ビ
ン
、

  

化
粧
品
ビ
ン
、

  

服
用
す
る
薬

  

の
ビ
ン
等

有
害
ご
み

資
源
ご
み

▼
平
成
21
年
度  

年
間
収
集
量　

１
７
８
．
２
１
ｔ
（
総
ご
み
量
（
１
９
，
５
９
６
ｔ
）
に
対
す
る
割
合
０
．
91
％
）
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７
月
７
日
、
高
島
総
合
病
院
で
は

「
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
看
護
師
に
よ
る
ハ
ン
ド

ベ
ル
の
演
奏
隊
が
各
病
棟
を
回
り
、

午
後
か
ら
は
高
島
市
内
で
結
成
さ
れ

た
「
は
ま
ヨ
シ
笛
の
会
」
の
皆
さ
ん

が
ヨ
シ
笛
の
演
奏
を
披
露
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏

は
毎
日
勤
務
終
了
後
に
練
習
し
当
日

に
臨
み
ま
し
た
。
緊
張
し
た
面
持
ち

の
中
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
し
て
廊

下
や
ロ
ビ
ー
を
回
る
と
、
患
者
さ
ま

や
家
族
の
方
が
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
音
色

に
誘
わ
れ
病
室
か
ら
出
て
来
ら
れ
喜

ば
れ
る
笑
顔
に
少
し
緊
張
も
ほ
ぐ
れ

ま
し
た
。
午
後
か
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
は
、
１
階
ホ
ー
ル
に
車
椅
子
や

ベ
ッ
ド
で
患
者
さ
ん
が
集
ま
り
、
ま

た
地
域
の
方
に
も
多
数
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
ヨ
シ
笛

演
奏
と
共
に
笑
顔
で
口
ず
さ
み
楽
し

ん
で
お
ら
れ
る
姿
に
、
私
た
ち
職
員

は
喜
び
と
癒
し
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
病
院

本
棟
建
築
工
事
進
む
!!

公
立
高
島
総
合
病
院　

病
院
建
設
部

　

（
３
６
）
８
０
８
９

　

公
立
高
島
総
合
病
院
で
は
本
年
度

か
ら
３
年
を
か
け
て
病
院
建
設
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
中
心
と
な
る

病
院
本
棟
の
建
築
工
事
が
病
院
南
側

の
建
設
用
地
（
旧
駐
車
場
）
で
７
月

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

年
内
は
主
に
基
礎
工
事
を
進
め
る

予
定
で
す
。
地
中
の
工
事
の
た
め
新

病
院
の
形
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
が
、

大
規
模
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
強
固
な

病
院
を
造
る
た
め
の
重
要
な
工
程
で

す
。

　

な
お
地
上
部
分
の
工
事
は
来
年
ご

ろ
か
ら
本
格
化
す
る
予
定
で
す
。
工

事
の
た
め
、
ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は

引
き
続
き
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

♪♪

～ヨシ笛の音色に笑顔で口ずさむ～

♪

（安全祈願祭）

大
地
震
に
耐
え
る
強
固
な
病
院
に

（　）内は年累計

建物火災／0（6）
林野火災／0（0）

火災 救急 救助 件数件数月月のの７７

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

車 両 火 災／0（2）
その他火災／0（6）

交通事故／18（115）
急　　病／132（839）

火　　災／0（7）
水難事故／1（1）

交通事故／2（12）
そ の 他／5（10）

（注）【救急】　その他=火災+労働災害+運動競技+
　　　　　　 　　　　  加害 +自損行為+転院搬送等
（注）【救助】　その他=自然災害+機械事故+
　　　　　　   　　　　建物事故+ガス事故+爆発等

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 127件 118件 9件

死　　者　　数 　3人 0人 3人

傷　　者　　数 159人 153人 6人

発生場所
マキノ 18
今　津  31
朽　木 3
安曇川 31
高　島 19
新　旭 25

●発生状況（累計）

追　突　35件（27.6％）
出合頭　42件（33.1％）

事故の形態

37件（29.1％）

高齢者（６５歳以上）の事故

●交通事故の特徴

高島市内の交通事故発生状況高島市内の交通事故発生状況 （平成22年７月末現在）（平成22年７月末現在）

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
る

　

９
月
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
。
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
備
え
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

総
合
防
災
課　

（
２
５
）
８
１
３
３

　

９
月
25
日
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い｢

安
曇

川
大
水
害
の
日｣

で
す
。

　

昭
和
28
年
、
台
風
13
号
の
影
響
で
大
雨
と
な

り
、
総
雨
量
が
４
５
８
㎜
に
達
し
、
安
曇
川
は

随
所
で
決
壊
、
死
者
13
人
を
出
す
大
災
害
と
な

り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
57
年
、
市
内
で
は
幸
い

大
規
模
な
災
害
は
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

年
も
全
国
各
地
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
災
害
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
万
全
の
準
備
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

●
台
風
が
く
る
前
に

●
台
風
が
近
づ
い
た
ら

テレビアンテナは錆びたりゆるん
だりしていないか

　

・
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を
す
る
。

　

・
最
寄
の
避
難
所
や
避
難
経
路
を
確
認
す
る
。

　

・
防
災
マ
ッ
プ
を
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
お
く
。

屋根瓦やトタンがめくれたり
壊れたりしていないか

雨どいに枯葉や砂が
つまっていないか

プロパンガスは
固定されている
か

物干し竿や植木鉢が風に
飛ばされないように、室
内に入れる

自転車や看板などは
しまいましょう

風で飛ばされそうな
庭木はないか

窓にひび割れや
がたつきがないか
雨戸が閉まるか

　家の周囲をチェック

ペットは家に入れてあげましょう

一般負傷／28（204）
そ の 他／25（179）

　

・
危
険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い
。 

　

・
注
意
報
や
警
報
な
ど
、
気
象
情
報
に
注
意

　
　

す
る
。

　

避
難
勧
告
が
な
く
て
も
必
要
と
思
わ
れ
る

場
合
、
勇
気
を
も
っ
て
避
難
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
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は
立
看
板
等
）
の
撤
去
作
業

③
違
反
広
告
物
是
正
の
取
り
組
み

都
市
計
画
課　

（
２
２
）
０
９
０
４

〈
市
営
住
宅
〉

◆
定
期
募
集

▼
募
集
期
間

　
　

９
月
１
日
（
水
）
〜
９
月
14
日
（
火
）

※
募
集
す
る
住
宅
は
、
８
月
31
日
（
火
）
に
市

役
所
、
各
支
所
の
掲
示
板
で
公
表
し
ま
す
。

　
◆
随
時
募
集

▼
募
集
住
宅

　
　

第
２
古
賀
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

１
１
，７
０
０
円
〜
１
７
，４
０
０
円

　
　

上
野
第
１
団
地
（
３
Ｋ
）

　
　
　

１
３
，２
０
０
円
〜
１
９
，６
０
０
円

　
　

上
野
第
３
団
地
（
３
Ｋ
）

　
　
　

１
１
，４
０
０
円
〜
１
７
，０
０
０
円

　
　

上
野
第
４
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

１
２
，３
０
０
円
〜
１
８
，３
０
０
円

▼
申
込
資
格

１
．
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、
勤
務

地
を
有
す
る
方
（
朽
木
地
域
は
除

く
）

２
．
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

３
．
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
の
収

入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下
の
方

４
．
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

５
．
そ
の
他
、
市
の
基
準
を
満
た
す

方

〈
中
堅
所
得
者
向
け
賃
貸
住
宅
〉

◆
定
期
募
集

▼
募
集
期
間

　
　

９
月
１
日
（
水
）
〜
９
月
14
日
（
火
）

▼
募
集
住
宅

第
２
サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
・
マ
キ
ノ
（
３

Ｄ
Ｋ
）
５
０
，０
０
０
円

　
◆
随
時
募
集

▼
募
集
住
宅　

　
　

荒
川
惣
田
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）　

　
　
　

３
２
，
０
０
０
円

　
　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ･

マ
キ
ノ（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

４
８
，
０
０
０
円

▼
申
込
資
格

１
．
同
居
す
る
親
族
の
い
る
方

２
．
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
所
得

が
一
定
額
以
上
の
方
（
年
令
に
よ

っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。）

３
．
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

※
募
集
の
住
宅
は
、
平
成
22
年
８
月
１
日

現
在
の
状
況
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し

く
は
、
住
宅
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
管
理
課　

（
２
２
）
０
０
４
８

　

10
月
か
ら
マ
キ
ノ
公
民
館
で
3
つ
の
教

室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

【
本
格
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室
】

　

▼
対　
　

象
：
一
般
成
人

　

▼
定　
　

員
：
15
人

　

▼
開
設
日
：
10
月
〜
２
月　

　
　
　
　
　
　
　

基
本
土
曜
日
（
５
回
）

　

▼
開
設
時
間
：
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

▼
開
設
場
所
：
マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
セ
ン
タ
ー

　

▼
会　
　

費
：
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
材
料
費
等
自
己
負
担
）

　

▼
用
意
頂
く
工
具
：
ガ
ラ
ス
カ
ッ
タ
ー
、

プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
電
気
ハ

ン
ダ
ゴ
テ
（
ハ
ン
ダ
）

【
基
礎
の
基
礎
か
ら
は
じ
め
る
料
理
教
室
】

　

▼
対　
　

象
：
一
般
成
人

　
　
　
　
　
　
　
　
（
男
性
も
大
歓
迎
）

　

▼
定　
　

員
：
15
人

　

▼
開
設
日
：
10
月
〜
２
月　

　
　
　
　
　
　
　

基
本
土
曜
日
（
５
回
）

　

▼
開
設
時
間
：
9
時
30
分
〜
12
時
30
分

　

▼
開
設
場
所
：
マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
セ
ン
タ
ー

　

▼
会　
　

費
：
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
材
料
費
等
自
己
負
担
）

【
ワ
ン
コ
イ
ン
教
室「
初
め
て
の
陶
芸
教
室
」】

　

▼
対　
　

象
：
一
般
成
人（
陶
芸
初
心
者
）

　

▼
定　
　

員
：
30
人

　

▼
開
設
日
：
10
月
〜
２
月　

　
　
　
　
　
　
　

基
本
土
曜
日
（
5
回
）

　

▼
開
設
時
間
：
10
時
〜
正
午

　

▼
開
設
場
所
：
マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
セ
ン
タ
ー

　

▼
受
講
料
：
1
回
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
材
料
費
等
自
己
負
担
）

◆
募
集
期
間

　

９
月
１
日
（
水
）
〜
15
日
（
水
）

◆
申
込
方
法　

　

休
館
日
を
除
く
9
時
〜
17
時
に
マ
キ

ノ
公
民
館
に
電
話
で
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー

　

（
２
７
）
１
１
３
１

　

働
く
女
性
の
家
で
は
、
市
民
会
員
で
構

成
す
る
「
ゆ
め
ぱ
れ
っ
と
会
」
が
主
催
で
、

会
員
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
技
術
を
活
か

し
た
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
４
ｄ
ａ
ｙ
レ
ッ
ス
ン　
　

　
　
　
　
　
　
　

〜
土
曜
日
コ
ー
ス
〜

　

１
日
で
は
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い
メ

イ
ク
を
４
回
の
レ
ッ
ス
ン
に
わ
け
、
基
本

か
ら
修
得
し
ま
す
。
と
き
ど
き
で
も
、
キ

レ
イ
に
な
る
時
間
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

マ
キ
ノ
公
民
館

  

秋
の
公
民
館
教
室
受
講
生
大
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

市
で
は
、
区
・
自
治
会
が
自
主
的
に
行

う
防
犯
・
防
災
活
動
、
地
域
福
祉
・
交
流

活
動
、
市
と
の
協
働
活
動
な
ど
、
公
益
性

の
あ
る
多
様
な
地
域
活
動
に
対
し
て
補
助

金
を
一
括
交
付
す
る
「（
仮
称
）
地
域
活

動
活
性
化
事
業
補
助
金
」
制
度
の
創
設
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
、
９
月
に

地
域
を
分
け
て
原
案
の
巡
回
説
明
会
を
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
近
く
の
会
場
で
の
説
明
会
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
地
区
巡
回
説
明
会
日
程

〈
マ
キ
ノ
地
域
〉

　

①
９
月
28
日
（
火
）
19
時
30
分
〜

　
　

マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
階

　

②
９
月
29
日
（
水
）
19
時
30
分
〜

　
　

小
荒
路
集
会
所

　

③
９
月
30
日
（
木
）
19
時
30
分
〜

　
　

マ
キ
ノ
商
工
会
館
２
階

〈
今
津
地
域
〉

　

①
９
月
１
日
（
水
）
19
時
30
分
〜

　
　

今
津
公
民
館 

西
分
館
２
階
和
室

　

②
９
月
13
日
（
月
）
19
時
30
分
〜

　
　

今
津
支
所 

２
階
会
議
室

　

③
９
月
15
日
（
水
）
19
時
30
分
〜

　
　
今
津
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

２
階
和
室

　

④
９
月
17
日
（
金
）
19
時
30
分
〜

　
　
今
津
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

１
階
和
室

〈
朽
木
地
域
〉

　

①
９
月
２
日
（
木
）
18
時
00
分
〜

　
　

生
杉
集
会
所

　

②
９
月
６
日
（
月
）
19
時
00
分
〜

　
　

朽
木
支
所 
３
階
研
修
室 

　

③
９
月
８
日
（
水
）
18
時
00
分
〜

　
　

平
良
集
会
所

〈
安
曇
川
地
域
〉

　

①
９
月
15
日
（
水
）
13
時
30
時
〜

　
　

安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

　

②
９
月
15
日
（
水
）
19
時
30
分
〜

　
　

安
曇
川
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
室

　

③
９
月
16
日
（
木
）
19
時
30
分
〜

　
　

安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

　

④
９
月
29
日
（
水
）
19
時
30
分
〜

　
　

安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

〈
高
島
地
域
〉

　

①
９
月
７
日
（
火
）
19
時
30
分
〜

　
　

高
島
支
所
２
階　

大
会
議
室

　

②
９
月
27
日
（
月
）
19
時
30
分
〜

　
　

高
島
支
所
２
階　

大
会
議
室

〈
新
旭
地
域
〉

　

①
９
月
９
日
（
木
）
20
時
00
分
〜

　
　

新
旭
公
民
館 

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

②
９
月
16
日
（
木
）
20
時
00
分
〜

　
　

新
旭
公
民
館 

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

市
民
活
動
支
援
課　

（
２
５
）
８
５
２
６

　
「
お
薬
手
帳
」
は
、
副
作
用
の
防
止
や

重
複
薬
剤
の
投
与
の
抑
制
、
緊
急
受
診
時

の
医
療
情
報
な
ど
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
に
使
い
や
す
い
手
帳
に
す

る
た
め
、
手
帳
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
、

記
載
内
容
等
を
検
討
し
た
モ
デ
ル
版
手
帳

を
配
布
し
て
そ
の
効
果
を
検
証
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
か
か
り
つ

け
薬
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

市
内
に
お
住
ま
い
の
75
歳
以
上
の
方

で
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
医
療

費
追
跡
調
査
に
同
意
協
力
い
た
だ
け

る
方

▼
配
布
期
間　

９
月
１
日
（
水
）
〜

※
モ
デ
ル
版
手
帳
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

　

▼
配
布
場
所　

市
内
の
保
険
薬
局

▼
モ
デ
ル
版
手
帳
の
特
徴

・
大
き
さ
が
今
ま
で
の
２
倍
に
な
り
ま
す
。

・
保
険
証
、
診
察
券
が
入
る
ポ
ケ
ッ
ト

付
カ
バ
ー
が
つ
き
ま
す
。

※
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
滋
賀
県

医
師
会
・
滋
賀
県
薬
剤
師
会
等
と
連
携
し
て
行

う
「
高
齢
者
健
康
づ
く
り
基
盤
整
備
モ
デ
ル
推

進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

健
康
推
進
課　

（
２
５
）
８
０
７
８

▼
実
施
期
間

　
　

９
月
１
日
（
水
）
〜
９
月
10
日
（
金
）

▼
実
施
内
容

①
屋
外
広
告
物
法
に
つ
い
て
の
規
制

法
令
の
普
及
啓
発

②
道
路
上
等
に
掲
出
さ
れ
た
屋
外
広

告
物
法
に
違
反
す
る
広
告
物
（
は

り
紙
、
は
り
札
等
、
広
告
旗
ま
た

（
仮
称
）
地
域
活
動
活
性
化
事
業

　
　

補
助
金（
一
括
補
助
金
）
説
明
会

お
薬
手
帳
を
２
倍
に

効
果
検
証
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
屋
外
広
告
物

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」実
施

ゆ
め
ぱ
れ
っ
と
会
講
座

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
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▼
日　

程　

　
　

①
眉
メ
イ
ク
‥
‥
‥
９
月
25
日（
土
）

　
　

②
ベ
ー
ス
メ
イ
ク
‥
10
月
23
日（
土
）

　
　

③
ア
イ
メ
イ
ク
‥
‥
11
月
27
日（
土
）

　
　

④
リ
ッ
プ
＆
チ
ー
ク
‥
12
月
18
日（
土
）

　

▼
時　

間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

▼
場　

所　

働
く
女
性
の
家
研
修
室

　

▼
講　

師　

風
間
美
香
子
さ
ん

　

▼
定　

員　

各
回
10
名　
　
　

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
が
、

継
続
し
て
受
講
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

▼
受
講
料　

各
回  

１
，
０
０
０
円

　

▼
持
ち
物　

鏡
、
髪
ど
め
、
筆
記
用
具
、
い
つ
も

お
使
い
の
メ
イ
ク
用
具

　

▼
申
込
方
法　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

▼
受
付
時
間　

　
　

９
時
〜
21
時
（
火
〜
土
曜
日
）

※
日
・
月
曜
日
は
休
館
日
の
た
め
フ
ァ
ッ

ク
ス
の
み

働
く
女
性
の
家　

（
２
２
）
５
７
７
５

　

高
島
市
内
の
職
場
、
地
域
、
サ
ー
ク
ル

等
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者
に
よ
る
相
互

の
友
好
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
９
人
制

男
女
混
合
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時 

10
月
11
日
（
月
）
９
時
〜

　

▼
場　

所　

新
旭
体
育
館

▼
参
加
資
格

　

高
島
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
さ
れ
て
い
る
方
で
、
男
女
混
合

で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

▼
内　

容

・
種　

目
：
９
人
制
競
技
規
則
に
本

大
会
が
定
め
る
特
別
ル
ー
ル

・
ネ
ッ
ト
の
高
さ
：
２
．
15
ｍ

・
使
用
球
：
４
号
球

・
男
子
の
攻
撃
：
ア
タ
ッ
ク
ラ
イ
ン

後
方
の
指
定
ラ
イ
ン
よ
り
可

※
試
合
の
方
法
等
は
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ

り
抽
選
会
時
に
協
議
し
決
定
し
ま
す
。

　

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム 

1 

，０
０
０
円

　

▼
募
集
期
間

　
　

９
月
25
日
（
土
）
17
時
ま
で

　

▼
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
申

込
者
の
連
絡
先
を
ご
記
入
の
う
え
、

高
島
市
体
育
協
会
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

高
島
市
体
育
協
会

　
　
　
（
安
曇
川
総
合
体
育
館
内
）

　

・
（
３
２
）
２
５
４
３

　

交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
住
み
良
い

湖
国
滋
賀
を
築
く
た
め
、
来
年
度
の
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
使
用
す
る
「
交

通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。▼

募
集
期
間　

　
　

９
月
21
日
（
火
）
〜
10
月
31
日
（
日
）

▼
テ
ー
マ

県
民
み
ん
な
で
交
通
安
全
を
す
す
め

る
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
る
、
滋
賀
県
ら

し
い
特
徴
の
あ
る
も
の

▼
応
募
資
格

県
内
在
住
も
し
く
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
方

・

滋
賀
県
交
通
対
策
協
議
会
事
務
局

　
　

〒
５
２
０
―
８
５
７
７

　
　
　

大
津
市
京
町
四
丁
目
１
―
１

　
　
　
　
　
（
県
庁
交
通
政
策
課
内
）

　

０
７
７
（
５
２
８
）
３
６
８
２

　

人
権
（
愛
や
思
い
や
り
等
）
に
関
わ
る

歌
を
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
期
間　

９
月
30
日
（
木
）
ま
で

　

▼
参
加
費　

無
料

　

▼
出
演
予
定
組
数　

20
組

　

▼
対
象
者　

　

県
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

の
方
で
、
グ
ル
ー
プ
・
ソ
ロ
を
問
い

ま
せ
ん
。

　

▼
出
演
時
間　

１
組　

10
〜
15
分
程
度

「
人
権
ラ
ブ
ソ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

▼
日　

時

　
　

12
月
５
日
（
日
）　

10
時
30
分
〜

▼
場　

所

　
　

滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館

㈶
滋
賀
県
人
権
セ
ン
タ
ー
人
権
啓
発
担
当

　

０
７
７
（
５
２
２
）
８
２
５
３

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
を
一
層

促
進
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時

　
　

10
月
22
日
（
金
）
〜
12
月
10
日
（
金
）

　
　
　

全
７
回　

い
ず
れ
も
金
曜
日

　
　
　

10
時
〜
正
午

　

▼
場　

所

　
　

安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

市
内
在
住
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方

　

▼
定　

員　

７
人

▼
内　

容

　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
操
作
を
中

心
に
教
室
を
進
め
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
手
伝
い
し
ま
す

の
で
、
あ
ま
り
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
た

こ
と
が
な
い
方
で
も
安
心
し
て
受
講

で
き
ま
す
。

　

▼
参
加
費　

無
料

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

第
３
回 

高
島
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

 

カ
ー
ニ
バ
ル
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

▼
募
集
期
間

　
　

９
月
25
日
（
土
）
ま
で

・

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
ろ
ん
」

　

（
２
２
）
４
０
４
１

　

（
２
２
）
４
１
３
１

　

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
々
が
、
高
島

市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
会
員
と
の
交
流

に
よ
り
社
会
参
加
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
出
前
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時

　
　

10
月
６
日
（
水
）
13
時
〜
15
時

▼
場　

所　

　
　

安
曇
川
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　

ア
ン
フ
ィ
ニ

　
　

 

（
安
曇
川
町
下
小
川
２
４
４
１
ー
４
）

▼
対
象
者　

　

高
島
市
内
在
住
で
視
覚
に
障
が
い

の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
、
民
生

委
員
な
ど

▼
内　

容　

　

日
本
の
文
化
で
あ
る
「
風
呂
敷
」

を
、
エ
コ
バ
ッ
ク
等
の
日
常
に
活
か

す
包
み
方
を
学
び
ま
す
。

※
風
呂
敷
２
枚
・
大
判
ハ
ン
カ
チ
・

箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ
１
箱
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

▼
参
加
費　

無
料

　

▼
募
集
期
間　

９
月
22
日
（
水
）
ま
で

・

滋
賀
県
立
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

０
７
４
９
（
２
２
）
７
９
０
１

　

陸
上
自
衛
隊
今
津
駐
屯
地
で
は
、
創
立

58
周
年
を
記
念
し
て
、
記
念
式
典
・
訓
練

展
示
・
戦
車
試
乗
・
装
備
品
展
示
等
を
行

い
ま
す
。

　

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。▼

日
時　

９
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
15
時

▼
場
所　

陸
上
自
衛
隊
今
津
駐
屯
地

陸
上
自
衛
隊
今
津
駐
屯
地

　

（
２
２
）
２
５
８
１

　
「
チ
ョ
コ
ラ
」
は
、
ケ
ニ
ア
の
ス
ト
リ

ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
に
寄
り
添
い
、
彼
ら
が

思
春
期
を
力
強
く
生
き
て
い
く
様
を
描
い

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時　

　
　

10
月
2
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時

▼
場　

所　

　
　

安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
じ
の
き
ホ
ー
ル

　

▼
定　

員　

２
０
０
人
程
度

　

▼
参
加
費　

無
料

　
　

※
事
前
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

　
　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

　

高
島
市
国
際
協
会
事
務
局

　

 

（
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
２
０
）
１
１
８
０

　

（
２
０
）
１
１
８
2

　

tifa8
2
2
@
ares.eonet.ne.jp

　

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
た
ち
が

生
き
る
証
と
し
て
書
き
綴
っ
た
詩
に
は
、

心
に
響
く
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
あ
な
た
を
そ
ん
な
歌
の
世
界
に

い
ざ
な
い
ま
す
。

　

▼
日　

時

　
　

10
月
３
日
（
日
）
14
時
〜
16
時

▼
場　

所　

高
島
市
民
会
館  

大
ホ
ー
ル

　

▼
対
象
者　

市
民
の
皆
さ
ん

　

▼
出　

演　

　
　

歌
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奈
良
わ
た
ぼ
う
し

　
　

ヨ
サ
コ
イ
踊
り
高
島
チ
ー
ム

　
　

糸
賀
一
雄
記
念
合
唱
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

▼
入
場
料　

 
 

18
歳
以
上　
　

１
，
０
０
０
円

　
　

高
校
生
・
中
学
生　

７
０
０
円

　
　

障
害
の
あ
る
方　
　

５
０
０
円

　
　

　

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

高
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
部

　
　
　
　

（
３
６
）
８
２
２
０

　
　
　

障
害
者
支
援
施
設　

清
湖
園

　
　
　
　

（
２
２
）
３
４
９
０

　
　
　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ろ
ん

　
　
　
　

（
２
２
）
４
０
４
１

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ろ
ん

　

（
２
２
）
４
０
４
１

　

２
年
間
の
、
新
旭
湖
岸
の
桜
守
作
業
報

告
・
樹
木
医
会
に
よ
る
生
育
調
査
報
告
と

第
３
回
気
軽
に
集
え
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
ま
す
。
今
回
は
佐
々
木
滋
隆
さ
ん
の
ギ

タ
ー
演
奏
と
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
山
本
隆
子
さ

ん
の
抒
情
歌
を
楽
し
み
ま
す
。

　

▼
日　

時　

９
月
27
日
（
月
）　

　
　
　
　
　

報
告
会
：
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　

演
奏
会
：
11
時
45
分
〜
13
時

　
　
　
　
　

食
事
会
：
13
時
〜
14
時

　

▼
場　

所　

か
ば
た
館
（
新
旭
町
）

　

▼
定　

員　

60
人
（
要
予
約
）

　

▼
参
加
費　

　
　

食
事
会
会
費　

１
，
０
０
０
円

滋
賀
県
立
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

出
前
教
室　

参
加
者
募
集

「
人
権
ラ
ブ
ソ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
　

出
演
者
募
集

陸
上
自
衛
隊
今
津
駐
屯
地

　
　

創
立
58
周
年
記
念
行
事

高
島
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト

ギ
タ
ー
と
抒
情
歌
＆

　

新
旭
湖
岸
の
桜
守
報
告
会

「
チ
ョ
コ
ラ
」
上
映
会

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
者
募
集
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i
　

▼
締　

切　

　
　

９
月
15
日
（
水
）（
先
着
順
）

　

▼
申
込
方
法　

　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・

ト
ン
ボ
と
そ
の
仲
間
た
ち（
大
石
ま
で
）

　

・
（
２
５
）
５
８
４
８

　

所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
に
関
す
る

悩
み
、
商
売
を
始
め
ら
れ
た
と
き
の
税
に

関
す
る
手
続
き
、
相
続
や
生
前
贈
与
に
か

か
る
税
金
の
相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
高
島
市
内
の
税
理
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

▼
日　

時　

 
 

10
月
２
日
（
土
）

 
 
 

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

▼
場　

所　

　
　

今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

▼
そ
の
他　

　
　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

予
約
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
先
着
６
人
）

・

今
津
納
税
協
会

　

（
２
２
）
３
７
３
３　

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
差
別
や
い
じ
め
な

ど
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
人
権
擁

護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

▼
日　

時　

９
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　

▼
場　

所　

高
島
市
役
所
本
庁
会
議
室

人
権
施
策
課　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
な

ど
、
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
人
権
擁
護
委
員
、
大
津
地
方
法
務
局

職
員
が
電
話
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

（
月
〜
金　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）。

　

９
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
は
、
全
国
一

斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」
強
化
週
間
と
し
て
、
受
付
日
時
を

拡
大
し
て
電
話
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

０
７
７（
５
２
２
）
４
６
７
３

　

▼
日　

時　

　
　

９
月
６
日
（
月
）
〜
９
月
12
日
（
日
）

　
　
　

８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
（
土
・
日
：
10
時
〜
17
時
）

　

▼
場　

所

　
　

大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
内

　

▼
対　

象

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
そ
の
ご
家
族
等

人
権
施
策
課　

（
２
５
）
８
５
２
４

　
「
仕
事
を
し
た
い
が
、
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
い
。」

　
「
仕
事
を
し
て
い
る
が
課
題
が
た
く
さ

ん
あ
る
。」
な
ど
、
仕
事
に
関
す
る
悩
み

事
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日
時　

９
月
17
日
（
金
）　

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

▼
場
所　

高
島
市
役
所
本
庁
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
（
受
付　

障
害
福
祉
課
）

▼
対
象

・
障
が
い
の
あ
る
方
で
、
就
労
し
に
く
い

方
や
就
労
の
継
続
に
課
題
の
あ
る
方

・
障
が
い
の
あ
る
方
を
雇
用
し
て
い
る

事
業
所
の
方

　

▼
費
用　

無
料

　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　
湖
西
地
域
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
２
２
）
３
８
７
６

　

障
害
福
祉
課　

（
２
５
）
８
５
１
６

無
料
税
務
相
談
会

 7 月に開催しました定例教育委員会についてお知らせします。

第
７
回
定
例
会
報
告

７
月
23
日
開
催

　

長
い
夏
休
み
も
終
わ
り
、
二
学
期
が
始
ま
り
ま

し
た
。
夏
休
み
中
は
、
子
ど
も
会
活
動
な
ど
地
域

で
の
異
年
齢
に
よ
る
集
団
活
動
等
を
通
し
て
社
会

性
が
育
ま
れ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

最
近
で
は
、
少
子
化
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
よ
る
一

人
遊
び
の
増
加
等
の
影
響
に
よ
り
、
人
と
の
関
わ

り
や
集
団
で
何
か
を
成
し
遂
げ
る
経
験
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
学
期
は
、
運
動
会
や
文
化
祭
な
ど
の
集
団
活

動
の
機
会
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
の
心
や
身
体
が

大
き
く
成
長
す
る
時
期
で
す
。
一
方
で
、
人
間
関

係
等
の
要
因
で
不
登
校
な
ど
の
問
題
が
表
れ
る
こ

と
の
多
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。特
に
不
登
校
は
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
非
常
に
大
切
で
す
の
で
、

子
ど
も
の
変
調
に
早
く
気
づ
く
と
と
も
に
、
学
校

や
専
門
機
関
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
育
つ
よ
う
教
育
相
談
・
課
題
対
応
室
や
北
部
教

育
相
談
室
を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
の

協
力
を
得
な
が
ら
相
談
に
応
え
て
い
ま
す
。

　
○
教
育
相
談
・
課
題
対
応
室　

（
３
２
）
４
４
０
６

　

小
学
校
と
中
学
校
の
学
級
数
は
、
学
校
教
育
法

施
行
規
則
に
よ
り
「
12
学
級
か
ら
18
学
級
を
標
準

と
す
る
。
た
だ
し
、
地
域
の
実
態
そ
の
他
に
よ
り

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴

い
、
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
教

育
審
議
会
で
学
級
数
見
直
し
の
協
議
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
時
点
で
は
、標
準
規
模
（
12
〜
18
学
級
）

を
下
回
る
学
校
に
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る

た
め
、
現
在
で
も
こ
の
規
模
が
妥
当
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
大
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
規
模
適
正
化
の
取
り
組
み

　

近
年
の
少
子
化
に
伴
う

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、

市
教
育
委
員
会
で
は
、
良

好
な
教
育
環
境
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
市

内
小
学
校
の
適
正
規
模
化

を
検
討
す
る
時
期
に
来
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、
学
級
の
人
数

を
現
行
の
40
人
か
ら
引
き
下
げ
る
協
議
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
20
人
未
満
の
小
規
模
な
学

級
に
つ
い
て
は
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
概
ね
１
学
級
の
適
正
な
人
数
は
、
20
人
か
ら

35
人
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

国
の
適
正
な
学
校
規
模
の
検
討
状
況
を
参
考

に
、
現
時
点
で
の
小
学
校
の
規
模
と
し
て
は
、
ク

ラ
ス
替
え
が
で
き
る
よ
う
１
学
年
に
41
人
以
上
の

児
童
が
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
数
が
１
０
０
人
未

満
の
小
学
校
に
つ
い
て
、
教
育
的
見
地
か
ら
子
ど

も
に
と
っ
て
何
が
大
事
か
と
い
う
視
点
を
第
一
に

学
校
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
マ
キ
ノ
地
域
は
以
前
か
ら
小
学
校
の
あ
り

方
の
協
議
を
行
い
、
本
年
度
は
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
、
保
育
園
役
員
の
意
見
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
今

後
も
、保
護
者
の
皆
さ
ん
と
十
分
な
協
議
を
進
め
、

地
域
の
方
の
ご
理
解
も
得
な
が
ら
適
正
な
学
校
規

模
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
、
教
育
総
務
課
）

●
学
級
の
人
数
は

●
望
ま
し
い
学
校
規
模

●
今
後
の
取
り
組
み

●
適
正
な
学
校
規
模
は

～夏休み後の、子どものケア～

　

①
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
ず
人
間
関
係
が
固
定
し

　
　

や
す
い
。

　

②
教
育
活
動
の
幅
が
狭
く
な
る
。

　

③
男
女
の
偏
り
が
生
じ
や
す
い
。

　

④
授
業
の
中
で
児
童
か
ら
多
様
な
発
言
が
引
き

　
　

出
し
に
く
い
。

　
《
小
規
模
校
の
課
題
の
一
部
》

▼
主
な
協
議
・
報
告
事
項

・ 

平
成
22
年
度
教
育
研
究
所
夏
季
研
修
、
講
座
に
つ
い
て

・
マ
キ
ノ
地
域
の
学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い
て

・
国
、
県
要
望
に
つ
い
て

・
平
成
22
年
度
歴
史
体
験
学
習
会
「
た
か
し
ま
歴
史
楽
」

　

に
つ
い
て

・
び
わ
こ
全
国
青
少
年
演
劇
祭
に
つ
い
て

３放課後の子どもたち

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

　

 

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

障
が
い
の
あ
る
方
の

　
　
　

「
働
き
相
談
会
」

プール＆マシン
30日券 大好評

受付中！
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介護、介護予防、健康、福祉、
高齢者虐待防止、権利擁護など
の相談をお受けしています。

マキノ
今　津
新　旭

朽　木
安曇川
高　島

北  部 地域包括支援センター
　　　　 今津保健センター内
　　　　 （22）0193

南  部 地域包括支援センター
　　安曇川ふれあいセンター１階
　　　　 （32）2520

４９

　おおむね 65 歳以上の方の介護予防教室です。
　どの会場でも参加できますので、
お気軽にご参加ください。
　▼時　間　10 時～正午
　▼持ち物　お茶、タオル

　 各保健センター

場　　所 開   催  日 内　　容

今津保健センター ９月3日（金）転ばぬ先の　　体力づくり
マキノ保健センター ９月10 日（金）歌って元気！

こころもはつらつ高島保健センター ９月13 日（月）
やすらぎ荘（新旭）９月17 日（金）

転ばぬ先の
      体力づくり朽木保健センター ９月24 日（金）

安曇川保健センター ９月27 日（月）

※申込みは不要です。

元気カレッジ　９月の予定

９
月
2121
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

　

市
で
も
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
」
を
目
指
し
て
各
地

域
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

【 

病
気
と
し
て
理
解
す
る 

】

　

認
知
症
と
は
脳
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
、

働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
障
が
い
が
起

こ
り
、
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
状
態
を

い
い
ま
す
。

【 

認
知
症
の
人
の
杖
に
な
る 

】

　
「
認
知
症
の
人
は
何
も
わ
か
ら
な
い
」

は
間
違
い
で
す
。
認
知
症
か
も
し
れ
な
い

と
悲
し
ん
で
い
る
の
は
本
人
で
す
。
偏
見

と
い
う
心
の
バ
リ
ア
を
な
く
し
、
一
人
で

も
多
く
の
「
人
間
杖
（
理
解
者
）」
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

【 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は 

】

　

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家

族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し
て
、
自

分
で
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
作
っ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
興
味
、

関
心
の
あ
る
グ
ル
ー

プ
や
地
域
の
方
は
、

ぜ
ひ
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　認知症をテーマに専門家を招いて教室を開催しま
す。介護者同士の情報交換や専門家を交えての勉強
会や話し合いをします。
　日々の悩みや疑問を少しでも解消しましょう。個
別相談もお受けします。
▼時　間　11 時～15 時頃
▼対　象　介護中の方、介護に関心のある方
▼参加費　昼食代（1,000円程度）
▼申込方法　開催日前日までに各地域包括支援
                      センターまでお申し込みください。

場　所 開   催  日 講　師

安曇川保健センター 9月 22 日（水） 琵琶湖病院 松田　桜子 医師
高島保健センター 10 月 5日（火）

やまゆりの里
 山﨑　雅也
  認知症専門指導士

丸八百貨店（朽木） 10 月27日（水）
安曇川老人福祉
センター 11 月 5日（金）

家族介護教室のお知らせ

「
こ
の
病
気
は
人
の
脳
の
中
の
、
思
考
、
記
憶
、
言
語
等
を
司
る
部
分
を
破
壊
し
ま
す
。

患
者
自
身
は
い
う
に
及
ば
ず
、
家
族
、
友
人
も
知
的
機
能
を
失
っ
た
者
と
の
精
神
的
、
肉

体
的
、
経
済
的
関
わ
り
の
な
か
で
日
々
戦
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
患
者
と
家
族
に
対
し
て
、
理
解
を
も
っ
て
生
活
の
質
の
権
利

を
擁
護
す
べ
き
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
及
び
関
連
の
諸
疾
患
に
関
す
る
世
界
的
啓
蒙
の
普
及

を
図
る
と
共
に
、
地
球
規
模
で
の
理
解
と
把
握
に
つ
と
め
、
患
者
と
家
族
へ
の
支
援
を
推

進
す
る
た
め
に
努
力
し
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）」

　

１
９
９
４
年
９
月
21
日
に
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
の
国
際
会
議
で
、
患
者
や

そ
の
家
族
へ
の
支
援
を
進
め
る
こ
と
等
が
記
さ
れ
た
宣
言
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

皆

いて関プぜ

宣言文

　

結
核
は
、
医
療
や
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
、
薬
を
飲
め
ば
完
治
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
克
服
さ
れ
た
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
20
年
の
１
年
間
に
、
約
２
４
，
０
０
０
人
が
発
病
し
、
約
２
，
２
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て

い
る
日
本
で
最
大
の
感
染
症
で
す
。

　

市
で
は
、
９
月
か
ら
結
核
健
診
（
無
料
）
を
行
い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
受
診
票
を
郵
送
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お
近
く
の
会
場
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

献血にご協力ください！

健
康
推
進
課　

（
２
５
）
８
０
７
８

　

ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

結
核
制
圧
！

結
核
健
康
診
断
を
９
月
か
ら
開
始

　採血時間が１時間ほどかかりますが、必要な成分だけ抜き取り赤血球等は採血者に返されるため体
の負担が少なくすみます。各保健センターで予約してください。
　▼対　象　18歳～69歳
　（40歳以上の方で１年以内に心電図を撮っていない方
　と、初めての方はご協力いただけません。）

　短時間でできる献血です。予約は要りません。
　▼対　象　16歳～69歳（初めての方は64歳まで）
　　　　　　

日程 種類 会場 時間

９月3日（金） 成 分 安曇川
保健センター

10 時・11 時・
13 時・14 時

９月17日（金） 全 血 マキノ
保健センター

10 時～
　11 時 30 分

９月17日（金） 全 血 マキノ病院 13 時 30 分～
　15 時 30 分

成 分 献血

全 血 献血

▼
対
象
者　

高
島
市
民
で
65
歳
以
上

の
方
（
昭
和
21
年
３
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）

▼
健
診
方
法　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

▼
健
診
料　

無
料

　
※
申
込
は
不
要
で
す
。

※ 各地区の会場および時間割は、受診票に同
封されている日程表でご確認ください。（ど
の会場でも受診できます。）
※ 　　　の日は、リフト車を配車します。

結
核
は
、
薬
を
飲
め
ば

完
治
で
き
ま
す
！

　

健
診
を
受
け
て
早
期

発
見
・
早
期
治
療
し
ま

し
ょ
う

マキノ 今　津 新　旭
10 月 7 日（木） 9月 13 日（月） 9月 7日（火）
　　13 日（水） 　　15 日（水） 　　9日（木）
　　18 日（月） 　　17 日（金） 　　10 日（金）
　　29 日（金） 　　27 日（月） 　　16 日（木）

10 月14 日（木）

安曇川 高　島 朽　木
9 月17日（金） 10 月 25 日（月） 9月 9日（木）
10 月 5 日（火） 　　26 日（火） 　　13 日（月）
　19 日（火） 27 日（水） 10 月 6 日（水）
　22 日（金）

▼健診日
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
届
出
は
加
入
す
る
時
だ
け
で

な
く
、
被
保
険
者
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に

も
必
要
で
す
。
も
し
、
届
出
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
受
け
取

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出

を
し
ま
し
ょ
う
。

必ずしてください！
　被保険者種別変更の届出

届出が必要なとき 異動の内容 持ち物 届出先

20歳になったとき
（厚生年金や共済年金加
入者を除く。）

第１号被保険者
となります。

・印 鑑
（本人自署の
場合は不要）

市役所
保険年金課
または
各支所

退 職したとき
（厚生年金や共済年金加
入者の場合）

第２号被保険者から
第１号被保険者に
なります。
（第３号被保険者に該当
する場合を除く。）

・印 鑑
（本人自署の
場合は不要）
・年金手帳

配偶者に扶養されて
いたが、配偶者が厚
生年金、共済年金を
辞めたとき

第３号被保険者から
第１号被保険者に
なります。

・印 鑑
（本人自署の
場合は不要）
・年金手帳

20歳になった時や、退職された時など、被保険者種
別が変わった時には、必ず市に届出してください

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退

職
（
失
業
）
さ
れ
る
と
、
市
役
所
で
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
、
月
額
１
５
，

１
０
０
円
（
平
成
22
年
度
の
金
額
）
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
方
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
特
例
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
退
職
（
失
業
）
し
た
年
度

お
よ
び
翌
年
度
に
限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯

主
の
方
が
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
免
除
で
は
、
審
査
の

対
象
と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を
除
外
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。

●
申
請
方
法

　

▼
持
ち
物　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や

　
　
　
　
　
　

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

　
　
　
　
　
　

等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の

　
　
　
　
　
　

写
し

　

▼
申
請
先　

市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は

　
　
　
　
　
　

最
寄
り
の
支
所
窓
口

退職（失業）により、保険料を納めることが経済的に
困難な場合、翌年度まで納付が免除される制度です

退職（失業）による特例免除制度を
ご利用ください

　
　

保険年金課　 （25）8137　　大津年金事務所国民年金課　 077（521）1789

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な

理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を

し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・

配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
下
で
あ
れ
ば
申
請
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
（
世
帯
主
の
所
得
は
審

査
の
対
象
外
で
す
）。

　

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
と
「
も
し
も
」
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
申
請
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

申
請
は
、
市
役
所
保
険
年
金

課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
ま
で
。

30歳未満の方で、前年の所得が一定以下の場合に
保険料の納付が猶予される制度です

ご存知ですか？
　若年者納付猶予制度

「
び
わ
湖
高
島
産
直
市
」
を
吹
田
市
で
開
催

高
島
市
産
業
連
携
推
進
協
議
会

事業を紹介

未来への種

水
源
の
里
か
ら　

高
島
の
え
え
も
ん
・

う
ま
い
も
ん
を
お
届
け

　

昨
年
９
月
に
市
内
農
業
・
商
業
・
工
業
を

は
じ
め
と
す
る
産
業
の
連
携
を
推
進
す
る
た

め
に
発
足
し
た
「
高
島
市
産
業
連
携
推
進
協

議
会
」の
メ
ン
バ
ー
が
、７
月
16
日（
金
）に
、

北
千
里
駅
前
広
場
で
産
直
市
を
開
催
し
ま
し

た
。
高
島
市
と
吹
田
市
は
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
今
回
、
吹
田
市
か
ら

会
場
を
紹
介
い
た
だ
き
、
産
直
市
の
開
催
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

北
千
里
駅
は
、阪
急
千
里
線
の
終
点
駅
で
、

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
近
く
、
半
径
５
０
０

ｍ
に
１
２
，
０
０
０
人
が
居
住
し
、
１
日
の

乗
降
客
は
約
３
万
人
、
駅
前
バ
ス
利
用
者
は

約
４
千
人
と
、
平
日
で
も
絶
え
ず
人
が
行
き

か
う
場
所
で
す
。

　

産
直
市
は
、
午
前
９
時
か
ら
開
店
し
、
出

店
し
た
16
事
業
所
は
、
野
菜
や
、
鯖
寿
司
、

小
鮎
の
天
ぷ
ら
、
椎
茸
、
地
酒
、
ク
レ
ー
プ

の
パ
ジ
ャ
マ
、
ス
テ
テ
コ
な
ど
高
島
の
特
産

品
の
販
売
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
併
せ
て
行
い
ま
し

た
。
特
に
野
菜
は
人
気
が
あ
り
、
ほ
ぼ
完
売

と
な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
毎
月
１
回
、
産
業
連
携
の

取
り
組
み
と
し
て
、
北
千
里
を
中
心
に
高
島

の
え
え
も
ん
・
う
ま
い
も
ん
を
販
売
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
販
路
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。

※
構
成
団
体

特
産
品
振
興
室　

（
２
５
）
８
５
１
１

農
業
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
マ
キ
ノ
町
、
Ｊ
Ａ

今
津
町
、
Ｊ
Ａ
新
旭
町
、
Ｊ
Ａ
西
び
わ
こ
、

森
林
組
合
、
漁
業
振
興
連
絡
会
、
物
産
振

興
会
、
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
、
観
光
協
会
、

商
工
会
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平成22年7月末現在

●人　口

男
女

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）人

平成 22年 7月 6日から平成 22年 8月 5日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ掲載しています。

５３,９９０人（ ー１６）
５４,３１２人（ー３３８）

５３,９７４人

１９,７００世帯

２６,２３８人
２７,７３６人

たかしま
の

人の動き

氏　名 性別 生年月日 ところ
 マ　キ　ノ
 久保井　稔　喜 男 7月21日 寺久保
 今　　　津
桧　山　耀　生 男 7月  1日 今　津

白　須　一之心 男 7月  2日 今　津

古　田　朱　乃 女 7月  4 日 深清水

田　中　宗　佑 男 7月  6 日 住　吉

照　屋　大　虎 男 7月  9 日 日置前

清　水　司　翔 男 7月12日 南新保

杉　浦　瑠　菜 女 7月19日 南新保

浦　谷　幸　成 男 7月19日 松陽台

磯　辺　怜　那 女 7月20日 今　津

浅　田　泰　我 男 7月20日 弘　川

中　尾　友　奈 女 7月20日 日置前

お誕生おめでとう！（出生）

氏　名 性別 生年月日 ところ
 新　　　旭
成　本　　　渚 女 6月  7 日 旭

玉　木　遥　翔 男 6月27日 旭

饗　庭　心　美 女 6月28日 饗　庭

浅　見　成　香 女 7月  2日 太　田

市　川　七　羽 女 7月10日 旭

石　田　朱　璃 女 7月12日 安井川

福　田　凜　翔 男 7月15日 熊野本

山　川　愛　未 女 7月22日 藁　園

川　島　瑠　南 女 7月24日 藁　園
 安　曇　川
田　中　大　和 男 6月29日 西万木

鞍　田　一　気 男 7月  9 日 西万木

川　越　みら唯 女 7月11日 下小川

氏　名 性別 生年月日 ところ

藤　野　隼　迅 男 7月13 日 上小川

戸　次　世　奈 女 7月17日 中　央

中　原　光　祐 男 7月17日 西万木

服　部　結　月 女 7月20日 青　柳

三　浪　　　葵 女 7月20日 青　柳
 高　　　島
生　駒　真　梨 女 6月30日 勝　野

小　川　颯　介 男 7月12日 勝　野

梅　辻　　　彩 女 7月27日 鵜　川
 朽　　　木
田　原　　　善 男 7月  6 日 宮前坊

田　中　真次郎 男 7月26日 野　尻

く ぼ い

ひ の き や ま

し み ず

す ぎ う ら

う ら た に

い そ べ

あ さ だ

な か お

な り も と

な か は ら

は っ と り

さ ん な み

い こ ま

お が わ

た な か

う め つ じ

た わ ら

ふ じ の

べ っ き

あ い ば

あ さ み

い ち か わ

い し だ

ふ く だ

や ま か わ

か わ し ま

た な か

く ら た

か わ ご え

た ま き

し ら す

ふ る た

た な か

て る や

と し き

よ う せ い

つ か さ

る な

こ う せ い

れ い な

た い が

ゆ う な

なぎさ

こ う す け

ゆ づ き

あおい

ま り

そ う す け

し ん じ ろ う

あや

ぜん

は や と

せ な

こ こ み

な の か

な な は

し ゅ り

り ん と

ま な み

る な

や ま と

い っ き

い

は る と

いちのしん

じ ゅ の

そ う す け

た い が

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
久　我　照　道 男 77 小荒路

篠　原　𠮷　雄 男 94 山　中

前　川　き　く 女 93 大　沼

吉　野　健　司 男 66 海　津

  今　　　津
赤　塚　史　朗 男 79 名小路

井　上　ト　ミ 女 96 椋　川

岡　本　孫　義 男 86 深清水

桂　田　健次郎 男 83 深清水

桂　田　ト　ミ 女 63 弘　川

　田　八重子 女 64 角　川

藤　𠩤　清　嗣 男 82 深清水

藤　原　は　つ 女 86 今　津

氏　名 性別 年齢 ところ

前　川　サ　エ 女 82 弘　川

栁　森　き　ゑ 女 93 今　津

山　本　孝　子 女 84 天増川

山　本　恒　藏 男 79 藺　生

  新　　　旭
田　谷　君　子 女 59 安井川

  中　川　未　一 男 84 藁　園

平　田　たつ子 女 58 安井川

松　尾　賢　彦 男 76 太　田

松　代　重　一 男 86 安井川

水　江　早百合 女 78 饗　庭

森　田　茂登雄 男 77 針　江

山　川　　　浩 男 58 針　江

山　本　信　次 男 88 熊野本

氏　名 性別 年齢 ところ
  安　曇　川
川　越　良　久 男 76 下小川

志　村　啓太郎 男 85 田　中

保　井　俊　一 男 79 田　中

横　井　彦　一 男 86 田　中

𠮷　本　荘　道 男 90 北船木

  高　　　島
大　辻　アキ子 女 76 音　羽

川　合　幸　一 男 62 黒　谷

田　原　重　雄 男 88 拝　戸

  朽　　　木
岡　本　こ　う 女 74 古　屋

川　島　　　茂 男 92 地子原

南　沢　仁一郎 男 71 栃　生

▼税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

納付のお知らせ9月

項　目 期　別 納期限
 固  定 資 産 税 第３期

9月30日
 国民健康保険税（普通徴収） 第６期
 介 護 保 険 料（普通徴収） 第６期
 後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第３期

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

■ 納期限までに納めましょう。納期限までに
納付されない場合は、督促手数料や延滞金
が加算されることになります。

■ 口座振替の方は預貯金残高の確認をお願い
します。
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　表紙は、子どもサバイバル訓練のよ
うす。災害時に必要なものがないとい
う想定で、朝からサバイバルクッキン
グ。災害時には知恵と工夫が大事です。
午後からもたくさんの訓練が。暑い中、
保護者の皆さんもお疲れさまでした。
こういった機会に、災害への備えにつ
いて家族で話し合っていただければと
思います。訓練終わりには、クワガタ
をプレゼント。子どもたちは笑顔で訓
練を締めくくりました。（広報担当Ｓ）

　

高
島
を
生
誕
地
と
す
る
継
体
大
王
（
継

体
天
皇
、
男お

ほ

ど
大
迹
王
）
は
、
西
暦
５
０
７

年
に
樟く

ず

葉は
の
み
や宮
（
現
在
の
枚
方
市
）
で
即
位

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

今
か
ら
約
１
５
０
０
年
前
の
こ
と
で
す
。

　
『
日
本
書
紀
』に
よ
る
と
、継
体
大
王
は
、

応
神
天
皇
の
５
代
目
に
あ
た
る
子
孫
で
、

彦ひ
こ

主う

し人
王お

う

の
王
子
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
彦

主
人
王
が
、
近
江
国
（
滋
賀
県
）
の
高
島

の
三
尾
の
別
邸
に
住
ん
で
い
た
時
に
、
越

前
国
（
福
井
県
）
か
ら
振ふ

り
ひ
め媛
を
妃
（
妻
）

に
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
継
体
大
王
が
、
生

ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
島
市
に
は
、
継
体
大
王
の
生
誕
地
と

し
て
の
伝
承
や
、
関
連
す
る
遺
跡
が
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
継
体
大
王
の
父
、
彦

主
人
王
の
墓
所
と
伝
え
ら
れ
る
「
田
中
王

塚
古
墳
」・
振
媛
が
継
体
大
王
を
出
産
し

た
時
に
も
た
れ
か
か
っ
た
と
さ
れ
る
「
安

産
も
た
れ
石
」・
継
体
大
王
を
出
産
し
た

時
の
胞え

な衣
を
埋
め
た
と
い
う
伝
承
が
残
る

「
胞
衣
塚
」・
金こ

ん
ど
う
せ
い

銅
製
の
宝ほ

う
か
ん冠
・
飾

か
ざ
り

履ぐ
つ

な
ど

豪
華
な
副
葬
品
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
た

「
鴨
稲
荷
山
古
墳
」
が
存
在
し
ま
す
。
鴨

稲
荷
山
古
墳
の
被
葬
者
は
、
越
前
を
は
じ

め
と
す
る
北
陸
諸
国
や
、
大
和
・
河
内
の

有
力
者
と
関
係
を
も
ち
、
継
体
大
王
の
擁

立
に
深
く
関
わ
っ
た
豪
族
の
墓
で
は
な
い

か
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

今
回
の
高
島
古
代
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

一
連
の
ま
と
め
と
し
て
、「
継
体
天
皇 

千
五
百
年
の
謎
」
を
テ
ー
マ
に
、
継
体
大

王
の
即
位
の
経
緯
や
、
継
体
大
王
を
支
援

し
た
勢
力
に
つ
い
て
文
献
史
料
や
考
古
学

的
見
地
か
ら
考
察
し
、
継
体
大
王
の
謎
に

迫
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
課
） 

　

▼
日
　
時　

10
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
17
時

　

▼
場
　
所　

藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

　

▼
内
　
容　

　

・
特
別
講
演

「
文
献
史
学
か
ら
見
た
継
体
天
皇
の

即
位
事
情
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
口 

義
信
さ
ん

　
（
堺
女
子
短
期
大
学 

名
誉
学
長
）

　

・
講
演
Ⅰ

「
鴨
稲
荷
山
古
墳
と
継
体
大
王
」

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋 

克
壽
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
園
大
学 

教
授
）

　

・
講
演
Ⅱ

「
考
古
学
か
ら
見
た
継
体
支
援
勢
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　

中
司 

照
世
さ
ん

　
　
（
元
福
井
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　

・
講
演
Ⅲ

「
坂
田
・
野
洲
の
古
墳
と
継
体
大
王
」

　
　
　
　
　
　
　
　

辻
川 

哲
朗
さ
ん

　
　
（
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会 

主
任
）

　

・
公
開
討
論
会

　
　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

水
谷 

千
秋
さ
ん

　
　
　
　

 
（
堺
女
子
短
期
大
学 

准
教
授
）

　

▼
定
　
員　

４
０
０
人
（
先
着
順
）

　

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
資
料
代
込
）

　

▼
受
　
付　

９
月
15
日
（
水
）
か
ら

謎

　　

▼
日
　
時　

10
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
17
時

　

▼
場
　
所　

鴨
稲
荷
山
古
墳
、

　
　
　
　
　
　

田
中
王
塚
古
墳
な
ど

　

▼
定
　
員　

50
人
（
先
着
順
）

　

▼
参
加
費　

１
０
０
円
（
資
料
代
込
）

　

▼
解
　
説　

水
谷　

千
秋
さ
ん

　
　
　
　
（
堺
女
子
短
期
大
学 

准
教
授
）

　

▼
受
　
付　

９
月
15
日
（
水
）
か
ら

  ★
詳
し
く
は
、
文
化
財
課
ま
で
お
問
い
合  

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
継
体
天
皇 

千
五
百
年
の
謎

～
継
体
の
生
誕
地
・
高
島
か
ら
探
る
～
」

高
島
古
代
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

関連
事 業

・

文
化
財
課

　

（
３
２
）
４
４
６
７

　
（
３
２
）
３
５
６
８

▲鴨稲荷山古墳家形石棺（６世紀前半）

継
体
天
皇
関
連
遺
跡
等
の

　
　
　
　
　
　
　

現
地
学
習
会


